
1．調 査 研 究

当事業団の医師・医療従事者による学会発表、外部講演会、また発表した論文等は以下のとおりである。
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1．調 査 研 究

Ａ．当事業団医師・医療従事者の学会における演題発表

氏名 参加月 名称 演題 開催地

水野
山下

杏一
毅

8月
Metropolitan lipid 

conference

「これからの脂質異常症について」（パ
ネルディスカッション）

「健診後の資質異常症について」

横山 雅子 11月
第50回日本頭痛学会総

会
「産業医に求められる一次性頭痛の知

識（健康経営の立場から）」
東京

丸田陽子 1月
第51回日本総合健診医

学会
「健診者のLp(a)の検討」 東京

KeishiSuzuki.k
yoichi Mizuno 

et al

March4-
6,2023.

PLAQUE BURDEN, PLAQUE 
VULNERABILITY AND 

VASCULAR INFLAMMATION
ACC.23/WCC, 

New Orleans, 
LA.

論文名等 氏名 掲載雑誌名等

Optical coherence tomography in 
coronary atherosclerosis 
assessment and intervention.

Araki M.,Mizuno k. 
et al

Nature Reviews Cardiology
22 April 2022

「社会的問題としての片頭痛の変遷」
横山雅子、五十嵐久
佳

Clinical Neuroscience, Vol.40 
572~575 2022年.

Hyporesponsiveness to 
erythropoiesis-stimulating agent in 
non-dialysis-dependent CKD 
patients: The BRIGHTEN study

Narita I., Mizuno K November 29, 2022

頭痛と経済損失、社会的影響 横山雅子、五十嵐久
佳

脳神経内科,98(3):325-
335,2023

B．当事業団医師の発表論文、その他雑誌寄稿等



1．調 査 研 究

当事業団では全部門が毎年、研究課題を設定し研究を行っている。本年度の研究は下記の通りである。

課題名 所属

1 電子帳簿保存法について 事務局

2 健保連ドックの胃内視鏡検査の実績 健診事務課

3 診療所の特徴を把握することでサービスの向上に繋げる 診療事務課

4 Helicobacter pylori感染と胃の所見調査～その2～ 看護部

5 健診者のLp(a)の検討 看護部

6 新型コロナウイルス感染流行期における受診状況変化の調査 保健部

7 体脂肪測定検査の検討 放射線部

8 白血球と血圧との関連について 臨床検査部

C.研究課題発表
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